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設
計
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

【
設
計
組
織
Ａ
Ｄ
Ｈ 

渡わ
た

辺な
べ 

真ま

こ

と理
】

　
桜
川
市
真
壁
町
は
筑
波
山
系
の
ふ

も
と
に
伝
統
的
な
建
造
物
が
多
く
の

登
録
文
化
財
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
真
壁
の
中
心
部
に
は
中
世
以
来

の
街
路
割
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
、
全
国
で
87
番

目
の
重
伝
建
地
区
（
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
）
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。「
多
目
的
複
合
施
設
」
は
そ
の

重
伝
建
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
い
ま
す
か
ら
、
既
存
の
都
市
景
観

に
よ
く
調
和
す
る
建
物
で
あ
る
こ
と

は
当
初
か
ら
設
計
の
大
き
な
目
標
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
実
際
に
ま
ち
の
伝
統
的
な
建
物
を

「
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て
実
測
す
る
と
こ

ろ
か
ら
設
計
を
始
め
ま
し
た
。
多
目

建
築
の
イ
メ
ー
ジ

　
地
域
の
古
い
町
並
み
に
残
る
家

屋
（
日
本
建
築
）
を
調
査
し
、
施

設
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
形
状
を
近

代
的
技
法
の
鉄
板
壁
式
構
造
に
よ

り
機
能
的
に
配
置
し
ま
し
た
。

Ⅰ 

木
製
格
子
に
よ
る
外
観

　
木
の
風
合
い
を
生
か
し
た
色
調

の
木
板
を
西
側
通
り
に
貼
付
け
、

町
並
み
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
ま

す
。（
茨
城
県
産
間
伐
材
利
用
）

Ⅱ 

白
壁
に
よ
る
外
観

　
漆し

っ

喰く
い

を
思
わ
せ
る
よ
う
に
鉄
板

の
外
壁
を
白
く
塗
装
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ 

屋
根
の
形
と
窓

　
折
り
屋
根
に
す
る
こ
と
で
高
さ

を
抑
え
、
ま
た
採
光
を
確
保
し
つ

つ
も
窓
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

で
、
周
辺
環
境
に
溶
け
こ
ん
で
佇

む
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

的
複
合
施
設
の
建
物
外
形
は
真
壁
の

複
数
の
建
物
の
外
形
の
組
合
せ
（
ア

セ
ン
ブ
リ
ー
）
で
出
来
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
か
た
ち
は
歴
史
的
な
建
築

物
と
共
通
性
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
建
物
は
歴
史
的
な
建
物
の
模
造

品（
レ
プ
リ
カ
）で
は
あ
り
ま
せ
ん
。21

世
紀
の
日
本
で
な
く
て
は
不
可
能
な

材
料
や
構
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、白
い
外
壁
は
漆
喰
仕
上
げ
と

よ
く
似
て
い
ま
す
が
、実
は
鉄
板
の
上

に
遮
熱
塗
料
と
い
う
ハ
イ
テ
ク
な
素

材
を
塗
装
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
の

は
市
民
の
み
な
さ
ん
が
使
い
や
す
い

施
設
で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。図
書
室
に
も
集
会
ホ
ー

ル
に
も
集
会
室
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ

た
ア
イ
デ
ア
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
真
壁
中
央
公
民
館

跡
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
桜
川
市
多
目
的
複
合
施

設
（
仮
称
）
の
名
称
を
広
く

募
集
い
た
し
ま
す
。

　
名
称
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、
訪
れ
る
人
々
か
ら
も
親

し
み
が
持
た
れ
、
か
つ
覚
え

や
す
い
名
称
を
採
用
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

敷地西側よりのイメージ 敷地東側よりのイメージ

桜川市多目的複合施設（仮称）の名称を
一般公募いたします

応
募
の
し
か
た

①
応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
、
１

人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

②
応
募
期
間
／
平
成
22
年
12
月
１

日
（
水
）
～
平
成
23
年
１
月
15
日

（
土
）

 

※
当
日
消
印
有
効

③
応
募
方
法
／
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
又
は
、
庁
舎
内
応
募
箱

か
直
接
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

④
必
要
事
項

Ⅰ�

施
設
の
名
称
（
ふ
り
が
な
）
お

よ
び
そ
の
理
由
（
意
味
な
ど
） 

Ⅱ�

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
職
業
・
電
話
番
号
・

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

⑤
応
募
規
定
／
採
用
作
品
に
関
す

る
一
切
の
権
限
は
市
に
帰
属
し
、

応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
採
用
作
品
の
使
用
に
際
し

て
、
必
要
に
応
じ
趣
旨
を
損
な
わ

な
い
範
囲
の
変
更
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑥
選
考
結
果
／
広
報
紙
・
市
Ｈ
Ｐ

に
て
発
表
し
ま
す
。（
平
成
23
年

３
月
頃
予
定
）

⑦
応
募
者
特
典

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10

人
に
三
千
円
（
商
品
券
）
を
、
ま

た
、
採
用
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

１
人
の
方
に
三
万
円
（
商
品
券
）

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
詳
し
い
情
報
は
市
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
・
応
募
先
／
文
化
生

涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係 

多
目

的
複
合
施
設
担
当(
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多
く
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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～
平
成
22
年 
秋
の
叙
勲
～

　
平
成
22
年
　
秋
の
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

れ
、
桜
川
市
か
ら
３
人
の
方
が
受
章
の
栄
誉
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

川
市
議
会
議
員
を
務
め
、
各
種
常

任
委
員
長
や
村
議
会
副
議
長
・
議

長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
方
自
治

の
発
展
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
章
は
、

地
域
を
始
め
多
く
の
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
支
援
の
賜
と
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
当
地
域
は
、
天

保
４
年
（
１
８
３
３
年
）
二
宮
尊

徳
先
生
の
御
仕
法
を
受
け
困
窮
な

状
況
か
ら
復
興
し
ま
し
た
。
二
宮

先
生
の
教
訓
は
、
現
代
社
会
に
お

い
て
も
最
も
重
要
と
肝
に
銘
じ
微

力
な
が
ら
今
後
と
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
受
章

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

れ
る
ま
で
教
諭
と
し
て
23
年
間
、
公

立
学
校
長
に
６
年
間
、
更
に
は
茨
城

県
教
育
庁
行
政
機
関
に
９
年
間
勤

務
し
教
育
行
政
や
児
童
生
徒
の
教

育
に
専
念
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
こ
の
度
、
受
章
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余

る
栄
誉
の
こ
と
と
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童
生

徒
の
指
導
、
学
校
経
営
、
教
育
行

政
へ
と
教
育
の
道
に
永
年
携
わ
っ

て
き
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
と
受

け
と
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。」
と
、
受
章
の
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

わ
た
り
同
学
園
で
知
的
障
害
児
の

保
育
に
携
わ
り
、
入
所
者
が
能
力

に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
・
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
は
、
福
祉
功
労
者

と
し
て
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
か
ら
表
彰
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
、「
在
職
中
は
、
多
く
の

方
々
や
入
所
児
童
の
笑
顔
、
ご
父

兄
の
情
熱
に
励
ま
さ
れ
て
36
年
間

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
栄
え
あ
る
章
を
い
た
だ

け
た
の
も
皆
様
方
や
家
族
の
支
え

の
賜
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。」
と
、
受
章
の
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
廣
澤
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
１
月

か
ら
桜
川
市
誕
生
後
の
平
成
18
年

６
月
ま
で
の
28
年
余
の
長
き
に
わ

た
り
、
旧
大
和
村
議
会
議
員
、
桜

　
持
田
さ
ん
は
、
昭
和
33
年
に
旧
岩

瀬
町
立
岩
瀬
小
学
校
教
諭
と
し
て

赴
任
。
以
来
、
平
成
８
年
に
旧
岩
瀬

町
立
西
中
学
校
長
で
定
年
退
職
さ

　
川
那
子
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
か

ら
社
会
福
祉
法
人 

上
の
原
学
園
の

保
育
士
と
し
て
平
成
20
年
に
退
職

す
る
ま
で
の
36
年
間
余
の
長
き
に

◆
旭

き
ょ
く

日じ

つ

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

　
廣ひ

ろ

澤さ

わ

　
光こ

う

一い

ち

郎ろ

う 

さ
ん

　
元 

市
議
会
議
員

（
72
歳
　
青
木
地
区
）

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

　
持も

ち

田た

　
信た

だ

乎お 

さ
ん

　
元 

公
立
中
学
校
長

（
74
歳
　
鍬
田
地
区
）

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

　
川か

わ

那な

子ご

　
弥や

よ

い生 

さ
ん

　
元 

上
の
原
学
園
保
育
士

（
64
歳
　
鍬
田
地
区
）

受
章お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
稲
葉
さ
ん
（
真
壁
町
古
城
地

区
）
は
、
石
燈
籠
な
ど
機
械
彫
り

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
代
に
お

い
て
数
少
な
い
手
彫
り
技
能
者
と

し
て
、
そ
の
高
い
技
術
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
度
、
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
表
彰
状
、
卓
越
技
能
章
お
よ
び

褒
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
伝
統
技
法
に
よ
る
石

燈
籠
な
ど
の
ほ
か
、
現
代
風
石
彫

製
品
も
手
掛
け
、
作
品
は
製
作
技

能
に
優
れ
、
優
雅
さ
、
芸
術
性
、

市
場
性
な
ど
他
の
模
範
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者
と
し
て

後
進
の
育
成
に
も
積
極
的
で
、
石

材
業
界
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。 現

代
の
名
工

　（
石
彫
工
）

稲い
な

葉ば 

健け
ん

一い
ち 

さ
ん

～
卓
越
し
た
技
能
者
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
～



4さくらがわ　2010.12.1

■
投
票
の
で
き
る
方

　
桜
川
市
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

満
20
歳
以
上
（
平
成
２
年
12
月
13

日
以
前
に
出
生
の
者
）
の
日
本
国

民
で
、
平
成
22
年
12
月
２
日
現
在

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
、
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
22
年

９
月
２
日
ま
で
に
転
入
届
を
行

い
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。

■
期
日
前
投
票
制
度

　
投
票
日
に
何
ら
か
の
都
合
で
投

票
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
期
日
前
投
票
期
間

12
月
４
日（
土
）～
12
月
11
日（
土
）

◎
投
票
時
間:

８
時
30
分
～
20
時

◎
期
日
前
投
票
場
所

・
桜
川
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎 

1
階

・
桜
川
市
役
所 

大
和
庁
舎 

1
階

・
桜
川
市
役
所 

真
壁
庁
舎 

１
階

■
不
在
者
投
票
制
度

◎
不
在
者
投
票
期
間

12
月
４
日（
土
）～
12
月
11
日（
土
）

・
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
病
院
や
施
設
等
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
病

院
長
や
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

・
他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　
長
期
の
出
張
や
長
期
滞
在
な
ど

選
挙
当
日
や
期
日
前
投
票
が
で
き

な
い
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
桜
川
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

・
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
又
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
自
宅
な
ど

で
郵
便
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
投
票
に
は
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
桜
川
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郵
便
投
票
の
請
求
は
12

月
8
日
（
水
）
ま
で
に
、
本
人
が

桜
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
選
挙
管
理
委

員
会 

桜
川
市
役
所
総
務
課
内
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１
、

内
線
１
２
１
６
・
１
２
１
７
）

開
票
所:

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」  

開
票
開
始
時
間:

20
時
（
予
定
）

【
投
票
時
間:

７
時
～
18
時
・
投
票
所:

市
内
40
か
所
】

12
月
12
日（
日
）は
、
茨
城
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
自
由
な
意
志
で
責
任
あ
る
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

!
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

桜
川
市
に
住
所
が
あ
る
資
格
要
件
を
備
え
て
い
る
方
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
、
選
挙
資
格
を
審
査
し
た
う
え
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、
投
票
も
リ
コ
ー

ル
の
請
求
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
登
載
の
　

　
　
　
　
　
資
格
要
件

　
名
簿
に
登
載
で
き
る
方
は
、
平

成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
桜
川
市

内
に
住
所
を
有
し
、20
歳
以
上（
平

成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
出
生
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
方
で
す
。

①�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
経
営
主
の
方

②�

①
の
経
営
主
の
同
居
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お

お
む
ね
60
日
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
方

③�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ

っ
て
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
方

■
申
請
手
続

　
12
月
中
旬
に
「
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
選
挙
人
資
格

を
有
す
る
方
で
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

１
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
、
農
業

委
員
会
事
務
局
（
真
壁
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
大
和
庁
舎
）

の
い
ず
れ
か
に
提
出
（
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
区
長
・
生
産
組
合
長
な

ど
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
る
地
区
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

ご
協
議
の
う
え
、
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
請
書
郵
送
先
／
桜

川
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
〒

３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真

壁
町
飯
塚
９
１
１
　
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
１
８
１
）
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

低
価
格
な
の
に
、
安
全
性
や
効
き

目
は
新
し
い
薬
と
同
等
と
認
め
ら

れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と

で
、
国
内
で
は
「
後
発
医
薬
品
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
安
全
性

や
品
質
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
薬
代
が

節
約
で
き
る
た
め
、
長
期
間
使
用

し
て
い
る
方
ほ
ど
医
療
費
の
節
減

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
使
用

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方

し
て
も
ら
い
た
い
と
き
は
、
医
師

に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
す
る
。」
こ
と
を
伝
え
、
医
療

機
関
で
処
方
せ
ん
を
受
け
と
り
ま

す
。
そ
の
後
、
薬
剤
師
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
ど
の
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
す
る
か
薬
を
選
び

ま
す
。

　
新
薬
し
か
な
い
薬
も
あ
り
ま
す

の
で
、
自
分
の
お
薬
に
も
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
の
か
ど
う

か
、
ま
た
、
外
用
薬
や
点
眼
薬
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
気
兼
ね
な
く

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

　
桜
川
市
で
は
、
市
税
等
（
国
保
税
を
含
む
）
を
滞
納
し
て
い

る
方
の
不
動
産
差
押
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
今
回
初
め
て

の
公
売
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
公
売
と
は
差
押
え
た
不
動
産
を
入
札
に
よ
り
売
却
し
、
代
金

を
滞
納
税
に
充
当
す
る
も
の
で
す
。

買
受
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
入
札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
売
は
、
事
情
に
よ
り
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

今
回
の
公
売
物
件
は
農
地
で
あ

る
た
め
、
入
札
に
参
加
す
る
際

に
は
市
農
業
委
員
会
が
発
行
す

る
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
農
業
委
員
会
へ
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
業
委
員
会
事
務
局 (

真
壁
庁

舎
内)

　（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、内
線
３
１
８
１
）

・�

公
売
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
収

税
課
（
大
和
庁
舎
）、
総
合
窓

口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）
に

備
え
て
あ
り
ま
す
「
公
売
参
加

の
ご
案
内
」
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜 公売不動産（2 件）〜

・�所在地：桜川市南飯田字大六天 1788 番

・地　目：田

・地　積：１５９６㎡

・見積価格：５８０, ０００円

・公売保証金：６０, ０００円

・�所在地：桜川市大国玉字根ノ下 1769 番 2

・地　目：田

・地　積：１４３４㎡

・見積価格：５８０, ０００円

・公売保証金：６０, ０００円

■
期
　
　
日
／
平
成
23
年
２
月
３
日
（
木
）

■
受
　
　
付
／
12
時
50
分
～

■
説
　
　
明
／
13
時
～

■
入
札
開
始
／
13
時
20
分
～

■
場
　
　
所
／
桜
川
市
役
所
　
大
和
庁
舎
２
階 

第
５
会
議
室

■
公
売
方
法
／
期
日
入
札

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、 

内
線
１
１
３
６)

売却区分番号：22-1 売却区分番号：22-2

不
動
産
公
売
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」

で
医
療
費
の
軽
減
を
！
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第
５
回 

桜
川
市
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
杯
開
催

事
業
所
代
表
が

安
全
運
転
技
術
を
競
う

桜
川
市
に
お
け
る

分
権
型
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

地
域
安
全
運
動桜

川
地
区
大
会
開
催

私
立
真
壁
保
育
園
が

親
子
交
流
事
業
で
「
い
も
ほ
り
」

ミ
ニ
燈
籠
・
石
仏
制
作
を
体
験

「
第
５
回
桜
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
杯
」
で
優
勝
し
た
、「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）」
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
。

事
業
所
の
代
表
と
し
て
真
剣
な
表
情
で
競
技

に
臨
む
選
手

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
討
論
す
る
パ
ネ
リ
ス

ト
の
方
々

様
々
な
小
道
具
を
用
い
、
来
場
者
と
質
問
形

式
で
防
犯
講
座
を
行
う
寅
さ
ん
そ
っ
く
り
さ

ん

真
壁
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
恒
例
の

「
い
も
ほ
り
」
は
、
毎
回
た
く
さ
ん
の
参
加
者

が
あ
り
、
参
加
親
子
は
た
の
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ゆ
ず
公
園
で
、
ゆ
ず
の
成
長
や
環
境
美
化
の

た
め
除
草
作
業
を
行
う
青
木
地
区
の
吉
野
白

山
桜
を
育
て
る
会
の
皆
さ
ん

参
加
者
は
、
慣
れ
な
い
手
付
き
で
〝
の
み
〟

や
〝
び
し
ゃ
ん
〟
な
ど
の
道
具
を
使
い
、
個

性
的
な
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第

５
回
桜
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
杯
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
内
か
ら
19
チ
ー
ム
が
参
加
。
優

勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
　
勝
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）

　
　
　
　（
岩
瀬
地
区
・
写
真
下
）

準
優
勝
　
グ
レ
ー
ス
（
真
壁
地
区
）

第
３
位
　
か
が
や
き
（
真
壁
地
区
）

　
10
月
29
日
（
金
）、
明
野
自
動
車
学
校
（
株
）

を
会
場
に
「
桜
川
地
区
安
全
運
転
競
技
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
桜
川
警
察
署
管
内
の
１
７
１
の
事
業

所
で
構
成
さ
れ
る
桜
川
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

議
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
事
業
所
職
員
の
安
全

運
転
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
各
事
業
か
ら
23
人
が

参
加
。
競
技
は
、
交
通
法
規
と
実
技
テ
ス
ト
（
法

規
・
技
能
走
行
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
、
市
役
所
大
和
庁
舎
・
潮

う
し
お

田だ

昭あ
き

彦ひ
こ

、
桜
川

消
防
署
・
渡わ

た

邊な
べ

悟さ
と
る

さ
ん
、
女
子
の
部
市
役
所
岩
瀬

庁
舎
・
大お

お

場ば

美み

咲さ
き

が
県
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
11
月
１
日（
月
）、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ

ト
ラ
ス
」
で
、
桜
川
市
と
東
大
ま
ち
づ
く
り
大
学

院
の
共
同
で
「
桜
川
市
に
お
け
る
今
後
の
都
市
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

桜
川
市
都
市
計
画
審
議
会
の
浅あ

さ

賀が

宗む
ね

和か
ず 

会
長
と

林
は
や
し

悦え
つ

子こ 

桜
川
市
議
会
議
員
が
参
加
し
、
今
後
の

桜
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
方
々
と
討
論
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
大
学
大
学
院
の
大お

お

西に
し

隆
た
か
し 

教
授
が
、

基
調
講
話
で
「
人
口
減
少
・
高
齢
化
へ
の
対
処
、

基
盤
に
な
る
産
業
の
育
成
、
地
域
産
業
の
裾
野
拡

充
」
が
重
要
だ
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
（
土
）、
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
関

係
者
１
０
１
人
が
参
加
し
、
平
成
22
年
度
地
域
安

全
運
動
桜
川
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
桜
川
地
区
防
犯
協
会
と
桜
川
警
察
署

が
主
催
で
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

安
心
の
街
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
安
全
功
労
者
や
防
犯
ポ
ス

タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
、事
例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
寅
さ
ん
そ
っ
く
り
防

犯
講
座
」
で
寅
さ
ん
そ
っ
く
り
さ
ん
が
防
犯
の
心

構
え
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
講
演
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
新
手
の
振
り
込
め
詐
欺
も
発
生
し
て

い
ま
す
。対
策
は
、不
審
な
電
話
が
あ
っ
て
も
、「
ま

ず
確
認
！
あ
わ
て
な
い
で
！
冷
静
に
！
」。

　
私
立
真
壁
保
育
園
で
は
、
10
月
15
日(

金)

、

真
壁
授
産
学
園
（
亀
熊
地
区
）
の
畑
を
利
用
し
て

「
い
も
ほ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
保
育
園
が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
「
園
バ
ス
に
乗
ろ
う
！
」
企
画
で
幼
稚
園
や
保

育
園
に
就
園
す
る
前
の
幼
児
と
保
護
者
な
ど
の
交

流
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
園
か
ら
保
育
園
の
バ
ス
に
乗
車
し

て
、
い
も
畑
に
向
か
い
楽
し
い
親
子
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
畑
で
は
土
を
掘
り
返
し「
大
き
い
お
い
も
が
と
れ

た
よ
」な
ど
と
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
畑
に
響
き
わ

た
り
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

青
木
地
区
の
皆
さ
ん
が

ゆ
ず
公
園
の
除
草
作
業

　
10
月
９
日(

土)

、
青
木
地
区
の
「
吉
野
白
山

桜
を
育
て
る
会
」（
廣ひ

ろ

澤さ
わ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う 

会
長
）
の
皆
さ

ん
30
人
が
、
地
区
内
の
ゆ
ず
公
園
の
草
刈
り
作
業

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
は
、
市
が
ゆ
ず
製
品
の
特
産
品
づ
く

り
の
た
め
に
、
青
木
地
区
か
ら
借
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
同
会
は
、
二に

の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く

翁
の
築
い
た
青
木

の
堰せ

き

の
周
囲
に
植
栽
し
た
吉
野
白
山
桜
の
管
理
な

ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
な
ど
、
地
元
の
環
境

保
全
の
た
め
に
と
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。今
後
も「
機
会
が
あ
れ
ば
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
17
日(

日)

、
真
壁
高
校
の
稲
荷
原
農
場

実
習
棟
で
、
真
壁
石
材
協
同
組
合
が
一
般
応
募
者

を
対
象
に
「
ミ
ニ
燈
籠
・
石
仏
制
作
体
験
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
伝
統
工
芸
士
の
持
つ
技
に
直
接

触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
後
継
者
の
確
保
を
図
る

た
め
同
石
材
組
合
が
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
当
日

は
県
内
外
か
ら
30
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
地
元
真
壁
石
燈
籠
の
伝
統
工
芸
士

の
指
導
の
下
、
慣
れ
な
い
手
付
き
で
〝
の
み
〟
や

〝
び
し
ゃ
ん
〟
な
ど
の
専
門
道
具
や
機
械
を
使
い
、

埃
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
根
気
よ
く
個
性
的
な
作

品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
楽
し
く
を
合
言
葉
に
、

10
月
24
日
（
日
）、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ

ト
ラ
ス
」
を
会
場
に
、
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
体
力
の
低
下
や
中
高
年
層
に
多
い

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
社
会
背
景

の
中
設
立
さ
れ
た
、
こ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、
文
部
科

学
省
や
県
・
市
が
積
極
的
に
そ
の
立
ち
上
げ
や
運

営
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
世
代
を
超
え
て
集
え
る
場
で
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
問
合
先
／
同
ク
ラ
ブ
会
長
・

蛯え
び

原は
ら

ま
で
☎
０
２
９
６-

75-

０
３
２
９
）

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
が
設
立

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
桜
川
ス
マ

イ
ル
ク
ラ
ブ
」
設
立
総
会
で
承
認
さ
れ
た
役

員
の
皆
さ
ん
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ
ン

プ
場
施
設
使
用
料
の
減
免

商
工
観
光
課

　
桜
川
市
民
の
皆
様
に
限
り
、
上
野

沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
の
施

設
（
ケ
ビ
ン
）
使
用
料
を
減
免
い
た

し
ま
す
。

　
ケ
ビ
ン
は
冷
暖
房
完
備
で
、
冷
蔵

庫
・
炊
飯
器
・
寝
具
・
食
器
類
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
ご
家
族
・
お
友
達
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
／
ケ
ビ
ン
８
人
用
、
ケ

ビ
ン
６
人
用

■
減
免
期
間
／
12
月
１
日
（
水
）
～

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

■
減
免
対
象
／
桜
川
市
在
住
で
１
人

１
棟
と
し
、
予
約
時
に
減
免
申
し
出

を
さ
れ
た
方
に
限
る
。

■
使
用
料
／
ケ
ビ
ン
８
人
用
１
棟

１
泊:

１
２,
６
０
０
円
（
50
％
減

額
）、
ケ
ビ
ン
６
人
用
１
棟
１
泊:

８,
４
０
０
円
（
50
％
減
額
）

ご
存
知
で
す
か
、「
自
賠
責
」

の
こ
と
？

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
21

年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
74
万
件
、

死
傷
者
数
は
91
万
人
と
、
国
民
の
誰

も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
り
え
る
極
め
て
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て

の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
加
害
者

の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な

賠
償
を
保
証
す
る
制
度
で
あ
り
、
被

害
者
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
１
人
１
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、
保
険
金
・

■
参
加
費
／
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
会
員

無
料
、
一
般
５
０
０
円
（
そ
ば
代
・

保
険
代
な
ど
）

■
持
ち
物
／
歩
き
や
す
い
服
装
と
雨

具
・
水
筒
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ

ブ 

蛯え
び
は
ら原

（
☎
０
２
９
６-

75-

０
３
２
９
）、
桜
川
市
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
講
座 

受
講
者

募
集

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

■
日
時
／
平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）

～
２
月
４
日
（
金
）
18
時
～
21
時
（
５

回
計
15
時
間
）

■
申
込
方
法
／
［
往
復
ハ
ガ
キ
］
①

講
座
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
電
話
番

号
（
日
中
連
絡
の
取
れ
る
番
号
） 

⑤

年
齢 

⑥
職
業
（
会
社
名
） 

⑦
企
業

申
込
み
の
場
合
は
担
当
者
名
・
連
絡

先
　［
パ
ソ
コ
ン
］
当
学
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
事
項
を
入
力

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
申
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

■
定
員
／
10
人
（
申
込
者
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
期
限
／
12
月
27
日
（
月
）（
必

着
）

■
受
講
料
／
２,
９
０
０
円
（
教
材

費
含
む
。）

■
そ
の
他
／
受
講
決
定
者
は
返
信
ハ

ガ
キ
ま
た
は
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
す

る
指
定
日
に
来
院
し
、
受
講
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
立

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院 

在
職
者

訓
練
担
当
（
〒
３
０
８-

０
８
４
７ 

筑
西
市
玉
戸
１
３
３
６-

54 

☎

０
２
９
６-

24-

１
７
１
４
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

ハ
ピ
ネ
ス
ミ
ー
ト 

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ

パ
ー
テ
ィ
の
ご
案
内

下
館
巴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
若
者
た
ち
に
出
会
い
の
場
を
提
供

し
、
結
婚
の
奨
励
を
進
め
る
社
会
奉

仕
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
18
日
（
土
）
19
時
30

分
～
（
受
付
開
始
17
時
30
分
）

■
会
場
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
つ
た
や

（
筑
西
市
乙
９
０
７-

１
）

■
定
員
／
独
身
で
45
歳
位
ま
で
の
男

女 

各
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

■
会
費
／
男
性
３,
０
０
０
円
、
女

性
１,
０
０
０
円

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
真
壁
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
真
支
部
長 

稲い
な

葉ば

浩ひ
ろ

子こ

（
☎
０
２
９
６-

55-

２
２
０
６
）

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

■
問
合
先
／
国
土
交
通
省
関
東
運
輸

局
茨
城
運
輸
支
局 

輸
送
担
当
（
☎

０
２
９-

２
４
７-

５
２
４
４
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
手
打
ち
け
ん

ち
ん
そ
ば

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　
上
野
沼
周
辺
を
散
策
し
、
や
す
ら

ぎ
の
里
で
手
打
ち
の
け
ん
ち
ん
そ
ば

を
食
べ
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所
／
12
月
18
日
（
土
）

10
時
～
（
受
付
開
始
９
時
45
分
） 

上

野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里

■
定
員
／
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

■
電
話
受
付
開
始
／
12
月
13
日（
月
）

■
申
込
先
／
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里

キ
ャ
ン
プ
場
（
☎
０
２
９
６-

76-

０
９
５
２
）

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

12
月
１
日
（
水
）
は
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
で
す

筑
西
保
健
所

　
日
本
で
は
、
昨
年
１
年
間
で
１
日

あ
た
り
４
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
新
た
に
感

染
し
て
い
ま
す
。
感
染
の
ほ
と
ん
ど

が
性
的
接
触
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
自
分
と
大
切
な
人
を
守
る
た
め

に
、
ま
ず
は
あ
な
た
か
ら
検
査
を
受

け
ま
せ
ん
か
。

　
筑
西
保
健
所
で
無
料
・
匿
名
で
検

査
が
で
き
ま
す
。
予
約
制
の
た
め
、

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
毎
週
水
曜
日 

９
時
～
11

時
、
毎
月
第
４
火
曜
日 

17
時
～
19

時■
場
所
／
筑
西
保
健
所

■
問
合
先
／
筑
西
保
健
所
（
☎

０
９
６
９-

24-

３
９
６
５
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
　
　
　

～
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
～

企
画
課

　
平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
な
い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
～
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
Ｈ
Ｐ
／h

ttp
://w

w
w

.m
eti.g

o
.

jp
/sta

tistics/

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

県
政
出
前
講
座
の
ご
案
内

茨
城
県
政
策
審
議
室

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
県
政
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ご
要

望
に
応
じ
、
職
員
が
各
種
の
集
会
等

に
出
向
き
、
県
の
施
策
等
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
茨
城
県
出
前
講

座
」
で
検
索
）
に
詳
細
な
情
報
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
／
参
加
人
数
が
概
ね
20
人
以

上
の
集
会
等
（
参
加
費
を
徴
収
す
る

な
ど
、
収
益
的
事
業
と
し
て
実
施
す

る
場
合
な
ど
は
対
象
外
）

■
問
合
先
／
茨
城
県
政
策
審
議
室

（
☎
０
２
９-

３
０
１-

２
０
３
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

12月納期の
税・保険料

・・・・・

国民健康保険税　　６期

後期高齢者医療保険料　６期

介護保険料　　　　５期

納期限／12月 27日（月）

お
知
ら
せ

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に反映

するために、市長と語り合って

みませんか。話題はなんでも結

構です。

■日時／ 12 月 20 日（月）　

　13 時～ 16 時

■�場所／岩瀬地区 桜川市農

村環境改善センター（加茂

部 1491 番地）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※�次回／ 1 月 24 日（月）真

壁地区 桜川市公民館紫尾

分館

市長と語ろう！

「市民の日」



１
月
の
乳
幼
児
健
診
・
育

児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
20
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
１
月
21
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
・
１
月
生

・
日
程
／
１
月
24
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

対
象
／
Ｈ
21
・
４
月
、
５
月
、
６

月
生

・
日
程
／
１
月
27
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

１
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
離
乳
食
教
室

・�

対
象
／
生
後
４
～
６
か
月
児
の
保

護
者

・
日
程
／
１
月
26
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
開
催
時
間
／
10
時
～
12
時

・�

持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、
ふ
き

ん
１
枚
（
要
予
約
）

１
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・
日
程
／
１
月
13
日（
木
）、27
日（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
19
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
１
月
25
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
４
～
５
か
月
児
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
22
・
８
月
、
９
月
生

・
日
程
／
１
月
28
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
19
・
10
月
、
11
月
、
12

月
生

・
日
程
／
１
月
20
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

予
約１

月
の
献
血

■
１
月
20
日
（
木
）

・�

会
場
／
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト 

カ

ス
ミ
岩
瀬
店

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

１
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
２
、３
、４
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
１
月
17
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

１
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

１
月
１
日
（
土
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形
外

科
医
院
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健 康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

1月分

Health guide
・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

９
９
５
５

１
月
２
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

１
月
３
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

１
月
９
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

１
月
10
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

１
月
16
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・
住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
２
８

１
月
23
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

１
月
30
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

市
民
健
康
講
座
の
開
催

～
骨
太
人
生
を
送
ろ
う

骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
対
策
～

■
日
時
／
平
成
23
年
１
月
19
日（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館
　
２
階

会
議
室
　

■
講
師
／
県
西
総
合
病
院 

整
形
外

科
医
長
　
中な

か
が
わ川 

司
つ
か
さ 

先
生

■
参
加
料
／
無
料

■
対
象
／
一
般
市
民
　

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
３
５
１
）

　
厚
生
労
働
省
か
ら
推
進
さ
れ
て
い

る
【
健
や
か
親
子
21
】
で
「
妊
産
婦

に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
の
1
つ
の
施
策
と
し
て
、

平
成
18
年
3
月
に
妊
産
婦
へ
の
思
い

や
り
を
啓
発
す
る
た
め
に
マ
タ
ニ
テ

ィ
マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
と
は
、
①
妊

産
婦
が
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
際

に
身
に
つ
け
、
周
囲
が
妊
産
婦
へ
の

配
慮
を
示
し
や
す
く
す
る
も
の
、
②

交
通
機
関
、
職
場
、
飲
食
店
、
そ
の

他
の
公
共
機
関
等
が
そ
の
取
り
組
み

や
呼
び
か
け
文
を
付
し
て
ポ
ス
タ
ー

な
ど
と
し
て
掲
示
し
、
周
り
の
人
が

気
づ
か
い
を
示
し
や
す
く
し
、「
妊

産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
妊
産
婦
の
方
々
に
は
浸
透
し
つ
つ

あ
る
マ
ー
ク
で
す
が
、
一
般
的
に
は

認
知
度
は
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で

す
。
こ
の
言
葉
を
初
め
て
耳
に
す
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
バ
ス
や
電
車
等
の
交
通
機

関
に
お
い
て
優
先
席
に
マ
タ
ニ
テ
ィ

マ
ー
ク
等
を
描
き
、
妊
産
婦
の
方
の

優
先
的
な
席
の
確
保
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
食
店
や
職
場
等
で
は
、

禁
煙
の
協
力
、
階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
乗
り
降
り
、
段
差
の
あ
る
場
所

で
の
配
慮
な
ど
の
呼
び
か
け
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
妊
娠
初
期
は
、
つ
わ
り
や
目

ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
動
悸
、
息
切

れ
と
い
っ
た
症
状
が
出
や
す
く
、
電

車
な
ど
で
立
っ
た
ま
ま
移
動
す
る
の

は
、
と
て
も
つ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
胎
盤
が
完
成
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
体
に
負
担
を
掛
け
る
と

流
産
し
や
す
い
と
い
う
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
外
見
的
に
ま
だ

妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
周
囲
に
わ
か

り
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
優
先
席
に
座

る
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い

る
方
を
見
か
け
た
ら
、
バ
ス
や
電
車

で
は
席
を
譲
っ
た
り
、
乗
降
時
に
協

力
す
る
、近
く
で
の
喫
煙
は
控
え
る
、

タ
バ
コ
の
火
を
消
す
な
ど
の
思
い
や

り
の
あ
る
気
づ
か
い
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か 

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
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在
宅
サ
ー
ビ
ス

■
自
宅
で
利
用
で
き
る

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
食
事
・
入

浴
・
排
泄
の
お
世
話
や
掃
除
・
洗

濯
・
買
い
物
・
調
理
な
ど
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

・
訪
問
看
護

　�

看
護
師
が
、
療
養
上
の
世
話
や
診

療
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
訪
問
入
浴
介
護

　�

移
動
入
浴
車
な
ど
で
訪
問
し
、
入

浴
の
介
助
を
行
い
ま
す
。

■
施
設
に
通
っ
て
利
用
で
き
る

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
食

事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
機
能
訓

練
を
日
帰
り
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
※
食
費
は
、
自
己
負
担

・�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
ア
）

　�

老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
な
ど

で
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の
支
援
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
日
帰
り

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
※
食
費
は
、
自
己
負
担

■�
施
設
に
短
期
間
宿
泊
し
て
利
用
で

き
る

・�

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）

　�

介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
短
期

間
入
所
し
て
、
食
事
・
入
浴
な
ど

の
介
護
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
※
食
費
・
滞
在
費
は
自
己
負
担

■
自
宅
の
環
境
を
整
え
る

・
福
祉
用
具
貸
与

　�

車
い
す
・
ベ
ッ
ド
・
歩
行
器
・
杖

な
ど
の
福
祉
用
具
を
レ
ン
タ
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　�

※
月
々
の
利
用
限
度
額
の
範
囲
内

で
、
実
際
に
か
か
っ
た
費
用
の
１

割
は
自
己
負
担

・
福
祉
用
具
購
入

　�

腰
か
け
便
座
・
入
浴
補
助
用
具
な

ど
、
介
護
に
役
立
つ
福
祉
用
具
を

指
定
業
者
か
ら
購
入
し
た
場
合
、

年
間
10
万
円
（
保
険
給
付
は
９
万

円
）
を
上
限
に
購
入
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
住
宅
改
修

　�

段
差
の
解
消
・
手
す
り
の
取
り
付

け
・
扉
の
取
り
替
え
な
ど
、
生
活

環
境
を
整
え
る
た
め
の
小
規
模
な

住
宅
改
修
に
対
し
て
、20
万
円
（
保

険
給
付
は
18
万
円
）
を
上
限
に
住

宅
改
修
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス

・�

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

　�
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は

介
護
が
で
き
な
い
方
が
対
象
の
施

設
で
す
。
食
事
・
入
浴
な
ど
日
常

生
活
の
介
護
や
健
康
管
理
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
※
食
費
・
居
住
費
は
自
己
負
担

・
介
護
老
人
保
健
施
設

　�

病
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重

点
を
お
い
た
介
護
が
必
要
な
方
が

対
象
の
施
設
で
す
。
医
学
的
な
管

理
の
も
と
で
の
介
護
や
看
護
、
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　�

※
食
費
・
居
住
費
は
自
己
負
担

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　�

※
原
則
と
し
て
他
市
町
村
の
サ
ー

ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　�

認
知
症
高
齢
者
が
共
同
生
活
を
す

る
住
居
で
、
日
常
生
活
上
の
世
話

や
機
能
訓
練
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
※
食
費
・
居
住
費
は
自
己
負
担

※
認
定
さ
れ
た
介
護
度
に
よ
り
、

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り

ま
す
。

　
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
や
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
　
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

内
線
２
３
３
２

　
市
民
の
皆
様
に
、
介
護
保
険
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
紙
８
月
号
か
ら

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
回
目
の
10
月
号
で
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
順
」
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

３
回
目
と
な
る
今
月
号
で
は
「
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
」
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

介 護

保 険
vol.3

利
用
で
き
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
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前
回
の
資
料
館
だ
よ
り
で
少
し
触

れ
ま
し
た
が
、
真
壁
陣
屋
跡
で
発
掘

し
た
古
墳
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
埴は

に

輪わ

が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
埴

輪
は
長
い
時
間
の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に

砕
け
て
し
ま
い
、
見
つ
け
た
と
き
に

は
小
さ
な
破
片
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
丁
寧
に
洗
い
、
一
つ
一

つ
く
っ
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。
非
常

に
地
道
な
作
業
を
繰
り
返
し
、
よ
う

や
く
い
く
つ
か
の
埴
輪
が
元
の
形
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
埴
輪
は
円え

ん

筒と
う

埴は
に

輪わ

と

い
う
筒
型
の
も
の
で
す
。
胴
体
に
３

本
の
帯
状
の
部
分
を
持
ち
、
丸
い
窓

が
開
い
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
数
は
少
な
い
で
す

が
、
人
物
や
道
具
を
か
た
ど
っ
た
形け

い

象
し
ょ
う

埴は
に

輪わ

と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
特
に
今
回
は
人じ

ん

物ぶ
つ

埴は
に

輪わ

が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
全
体
の
形
が
分

か
る
も
の
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ

ん
が
、
顔
や
手
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
左
の
写
真
は
、
そ
の
中
の
人
物
の

顔
の
部
分
で
す
。
向
か
っ
て
右
側
の

目
が
一
部
残
っ
て
お
り
、
鼻
や
口
の

部
分
も
あ
り
ま
す
。
頬
な
ど
に
赤
く

染
め
ら
れ
た
場
所
が
あ
り
、
お
そ
ら

く
は
古
代
の
人
の
化
粧
を
表
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

真
壁
陣
屋
跡
の
発
掘
成
果

　
第
３
回
目
の
歴
史
文
化
講
座
は
、

江
戸
時
代
の
真
壁
藩
・
笠
間
藩
の
役

所
で
あ
っ
た
真
壁
陣
屋
の
歴
史
と
発

掘
成
果
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
８
月
の
発
掘
説
明
会
か

ら
こ
れ
ま
で
、
出
土
品
の
年
代
や
生

産
地
な
ど
の
調
査
を
進
め
た
結
果
、

笠
間
藩
時
代
の
陣
屋
の
く
ら
し
ぶ

り
、
大
都
市
・
江
戸
と
の
関
係
な
ど

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
発
掘
さ
れ
た
真
壁
陣
屋
跡
は
保
存

の
た
め
に
埋
め
戻
さ
れ
、
桜
川
市
真

壁
町
で
建
設
さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）

多
目
的
複
合
施
設
周
辺
の
地
下
に
今

も
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
初
期
、
浅あ

さ

野の

長な
が

政ま
さ

の
三
男
・

長な
が

重し
げ

が
開
設
し
た
真
壁
陣
屋
。
後
に

江
戸
幕
府
重
臣
の
牧ま

き

野の

氏
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
姿
と
出
土
品
の
数
々
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
講
座
で
は
、
お
話

だ
け
で
な
く
、
出
土
品
の
中
か
ら
貴

重
品
を
選
び
、
展
示
・
解
説
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
／
平
成
23
年
２
月
12
日

（
土
）

■
場
所
／
社
会
体
育
研
修
セ
ン
タ
ー

（
真
壁
第
一
体
育
館
と
な
り
）

■
時
間
／
13
時
30
分
～
15
時

■
講
師
／
文
化
生
涯
学
習
課
職
員

■
参
加
費
／
無
料

■
定
員
／
先
着
30
人

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
生

涯
学
習
課 

資
料
館
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
２
４
）

■
内
容
／
真
壁
陣
屋
跡
の
歴
史
と
発

掘
成
果
お
よ
び
出
土
品
の
解
説

真壁陣屋跡の古墳から出土した
人物埴輪の顔の部分

真壁陣屋跡の古墳から出土
した円筒埴輪

４
０
０
年
前
か
ら
続
く
城
下
町
の
町
割
が
残

る
真
壁
の
町
並
み

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.36

文化生涯学習課

資料館係（☎ 58-

5111・75-3111代表）

真ま

壁か

べ

陣じ

ん

屋や

跡あ

と

　
発
掘
調
査
成
果
　
そ
の
三

歴
史
文
化
講
座（
第
３
回
）
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

もし高校野球のマネージャーがドラッカの『マネジメント』を読んだら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩崎　夏海 著　

だいじょうぶ３組　　　　　　　　　　　乙武　洋匡 著

もぐらバス　　　　　　　　　　　　　　佐藤　雅彦 文

二老人　　　　　　　　　　　　 レフ・トルストイ 著・北御門次郎 訳

人にはたくさんの土地がいるか　 レフ・トルストイ 著・北御門次郎 訳

《一般図書》

お母さんの最後の１日　　　　　　　　　北川　悦史 脚本

相撲よ　　　　　　　　　　　　　　　　白鵬　　翔 著

五ツ星のじんせいを目指して　　　　　　永井　盛昌 著

文学・自分への問い　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴 著

お菓子のバイエル　　　　　　　　　　　熱田　陽子 編集

【今月のお薦め本】

ガイア 愛と光につつまれる言葉
アマーリエ 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

かいけつゾロリのだ・だ・だ・だいぼうけん！（全編）　原　ゆたか 著

ちいさな あなたへ（主婦のはじめてブックシリーズ）　アリスン ･マギー 著

トワイライトⅡ　上・下　　　　　　　　ステファニー・メイヤー 著

ビーバー族のしるし　　　　　　　　　　エリザベス・ジョージ・スピア 著

《一般図書》

神様のカルテ２　　　　　　　　　　　　夏川　草介 著

人生逆戻りツアー　　　　　　　　　　　泉ウタマロ 著

白銀ジャック　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾 著

ヤッさん　　　　　　　　　　　　　　　原　　宏一 著

龍馬伝Ⅳ　　　　　　　　　　　　　　　福田　　靖 著

【今月のお薦め本】

神様のカルテ　１・２
夏川　草介 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

真壁中央公民館
【今月のお薦め本】

世界で一番の贈りもの
マイケル・モーパーゴ 作
マイケル・フォアマン 画

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

～第 35回　茨城県冬休み読書感想文と手紙作品コンクール課題図書～

《小学校低学年の部》

かあさんのにゅういん　　　　　　　　　大石　　真 著

クリスマスの日はこわい　　　　　　　　あまんきみこ 著

モグルはかせのひらめきマシーン　　　　きむらゆういち 著　他４冊

《小学校中学年の部》

キジ猫キジとののかの約束　　　　　　　竹内もと代 著

こねこのモモちゃん美容室　　　　　　　なりゆきわかこ 著

どうしてぼくをいじめるの　　　　　　　ルイス・サッカー 著　他４冊

《小学校高学年の部》

あいたい　　　　　　　　　　　　　　　光丘　真理 作

クララ、いっしょに走ろう　　　　　　　今西　乃子 著

氷河ねずみの毛皮　　　　　　　　　　　宮沢　賢治 著　他４冊
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

新
涼
や
柱
時
計
の
鳴
る
を
聞
く

鈴
木 

ふ
み
い

高
齢
を
無
事
に
暮
ら
し
て
冬
支
度

田
中 

は
つ
い

軒
さ
き
を
照
ら
し
す
と
ん
と
冬
日
落
つ

古
橋 
益
子

落
葉
焚
く
地
に
還
る
も
の
芳

か
ん
ば

し
き

鈴
木 

つ
ぎ

菊
香
る
成
長
早
き
曾
孫
来
る

代
田 

と
し

夫
が
居
て
い
た
わ
る
言
葉
秋
の
空

成
田 

あ
さ

山
影
の
伸
び
来
し
花
野
暮
早
し

皆
川 

和
子

針
の
穴
宙
に
か
ざ
し
て
冬
は
じ
む

鈴
木 

登
美
子

爽
や
か
に
目
を
休
ま
せ
て
書
を
閉
じ
る田

代 

て
い
子

吟
行
に
紙
と
え
ん
ぴ
つ
紅
葉
路

安
達 

幸
子

山
粧
ふ
古
刹
の
鐘
の
風
に
乗
り

岩
渕 

の
ぶ
子

【
一
般
投
稿
】

秋
彼
岸
嬉
し
参
詣
高
野
の
森

伊
笹 

健
一

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

ひ
と
の
世
の
倣
ひ
に
尽
く
さ
む
一
生
こ
そ
あ
は
れ

と
思
ふ
を
許
し
給
は
な
　
　
　
　
　 

塚
田 

沙
玲

久
し
ぶ
り
閼
伽
桶
持
ち
て
歩
く
道
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ

ジ
ャ
リ
と
小
石
が
踊
る
　
　
　 

大
久
保 

ま
さ
子

上
弦
の
月
に
寄
り
添
う
金
星
の
天
空
の
不
思
儀
を

首
傾
げ
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

櫻
井 

ハ
ル
子

あ
そ
び
た
る
「
あ
の
子
が
ほ
し
い
花
い
ち
も
ん
め
」

人
買
ふ
歌
と
知
ら
ぬ
幼
日
　
　
　
　 

塩
谷 

明
子

屹
立
の
朱
き
タ
ワ
ー
を
包
み
こ
み
光
り
煌
め
く
東

京
の
灯
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

と
み

届
き
た
る
包
み
は
友
の
母
上
の
生
き
て
る
こ
ろ
の

歌
集
〈
風
鈴
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本 

幸
子

母
を
送
る
琵
琶
湖
周
航
の
歌
荘
厳
に
あ
り
が
と
う

そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
　
　
　
　
　
　 

西
岡 

和
子

サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
腕
組
む
三
歳
児
見
上
ぐ
る
空

に
雲
の
峰
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　 

野
村 

幸
男

去こ

年ぞ

の
秋
空
気
と
な
り
し
き
み
を
乗
せ
街
中
を
飛

ぶ
わ
た
く
し
は
鳥
　
　
　
　
　
　
　 

深
谷 
快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

畦
道
を
忙
し
く
行
き
来
の
仕
掛
人
打
ち
あ
げ
花
火

間
近
に
し
た
り
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

に
ち
子

離
れ
ゆ
く
北
国
め
ざ
す
貨
客
船
の
エ
ン
ジ
ン
の
音

か
す
か
に
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉 

三
郎

友
の
曾
孫
送
迎
バ
ス
を
降
り
て
来
て
バ
バ
二
人
だ

と
ス
キ
ッ
プ
し
て
る
　
　
　
　
　
　 

飯
田 

良
江

盆
棚
を
手
伝
い
く
れ
し
孫
三
人
小
さ
き
膝
折
り
香

手
向
け
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

古
賀 

澄

テ
レ
ビ
に
て
原
爆
慰
霊
行
ふ
に
エ
プ
ロ
ン
は
ず
し

わ
れ
も
黙
祷
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
田 

守
子

弥
陀
祭
り
の
昔
恋
ほ
し
む
姑
の
手
を
引
き
て
い
そ

い
そ
み
堂
へ
詣
づ
　
　
　
　
　
　 

萩
原 

き
し
の

マ
ネ
キ
ン
を
撫
で
り
て
呟
く
女ひ

と

ら
を
り
「
中
高
年

の
マ
ネ
キ
ン
も
作
っ
て
よ
」　
　
　
　
岡
野 

�
子

一
人
で
も
泊
ま
れ
る
よ
と
い
ふ
幼
孫
夕
暮
れ
時
に

は
小
さ
く
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　 

浜
野
和 

操

寝
ね
が
た
く
雨
脚
走
る
夜
の
降く

だ

ち
目
つ
む
り
て
聞

く
蚯
蚓
鳴
く
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　 

瀧
井 

幸
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

み
ち
の
く
の
田
に
影
を
曳
く
わ
ら
ぼ
っ
ち
友
の
描

き
し
絵
思
ひ
出
だ
せ
り
　
　
　
　
　 

大
関 

節
子

自
ら
は
元
気
な
つ
も
り
が
物
忘
れ
し
ば
し
ば
あ
り

て
老
い
を
諾

う
べ
な

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

悦
子

た
そ
が
れ
を
待
ち
て
咲
き
初
む
夕
顔
の
花
と
戯

た
は
む

る

尾
花
の
細
き
葉
　
　
　
　
　
　
　
　 

角
田 

玉
枝

夫
逝
き
て
う
つ
ろ
な
る
身
に
戸
を
繰
れ
ば
微
笑
み

居
ま
す
浮
雲
の
上
　
　
　
　
　
　 

坪
井 

ゆ
き
子

病
廊
の
窓
よ
り
秋
の
雲
見
つ
つ
幾
日
思
は
る
あ
た

た
か
き
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

玲
子

虫
食
ひ
の
葉
は
害
な
し
と
喜
び
し
師
は
菜
の
高
値

に
何
を
思
ふ
や
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
川 

喜
代

【
一
般
投
稿
】

沿
道
の
泡
立
ち
草
と
す
す
き
穂
の
競
う
背
丈
に
風

絡
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

袖
山 

千
鶴
子



最
優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
た

増
渕
さ
ん
の
歌
　【
題
「
風
」】

春
風
が
楽
し
み
な
さ
い
と
言

う
の
で
す
悲
し
み
さ
え
も
そ

の
ま
ま
に
し
て

優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
た
島

田
さ
ん
の
歌
　【
題
「
追
う
」】

追
い
つ
め
て
問
え
ば
手
負
い

の
け
だ
も
の
の
よ
う
な
目
を

し
て
静
か
な
あ
な
た
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日本空手道 八
はっ

勝
しょう

会
かい

が主催する第 29 回茨城

県硬式空手道選手権大会が開催され、県内 8

つの「八
はっ

勝
しょう

会
かい

」道場から総勢 200 余人の選

手が出場。地元、桜川市の真壁道場からは

33 人が出場し「型の部」や「組み手の部」

で日頃の鍛錬の成果を十分に発揮し、優勝・

準優勝など高成績を収めました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

上う
え

野の 

歩あ
ゆ

夢む

 

ち
ゃ
ん

 

平
成
18
年
６
月
16
日
生

（
真
壁
町
酒
寄
地
区
）

っ ！ぁお き れくな

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
弟
思
い
の
お
姉
ち
ゃ
ん
。
今

が
一
番
目
が
離
せ
な
い
樹
生
。

い
つ
も
我
が
家
を
明
る
く
し
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
じ
い

ち
ゃ
ん
の
宝
で
す
。
姉
弟
仲
良

く
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
丈

夫
に
育
っ
て
ね
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歩
夢
。
外

で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
と
て

も
や
ん
ち
ゃ
で
す
。
何
事
も
な

く
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
何
よ
り
の
願
い
で

す
。

　「
今
回
の
優
勝
に
は
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
3
年
の

中
で
、
部
活
引
退
の
時
期
に
今
回

の
甲
子
園
で
有
終
の
美
を
飾
る
こ

と
が
で
き
、
一
番
の
思
い
出
と
と

も
に
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
結
果

を
母
校
に
残
せ
る
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。」
と
、
部
長
の

島
田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

　
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
、
第
５
回
全
国
高
校
生
短
歌
大

会
（
短
歌
甲
子
園
）
に
お
い
て
、

桜
川
市
出
身
で
下
館
一
高 

文
芸

部
に
席
を
置
く
部
長
の
島し

ま

田だ 

瞳
ひ
と
み

さ
ん（
3
年
）、増ま

す

渕ぶ
ち

絵え

理り

さ
ん（
３

年
）
と
、
結
城
市
出
身
の
山や

ま

内う
ち

佳か

織お
り

さ
ん
（
2
年
）
の
３
人
が
出
場

し
、
念
願
の
団
体
戦
優
勝
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
も
増

渕
さ
ん
は
最
優
秀
作
品
賞
、
島
田

さ
ん
は
優
秀
作
品
賞
を
獲
得
す
る

な
ど
今
回
は
1
位
、
2
位
を
独
占

し
ま
し
た
。

　
現
在
3
年
生
で
あ
る
島
田
さ

ん
、
増
渕
さ
ん
の
二
人
は
大
学
進

学
を
希
望
し
て
お
り
、「
大
学
に

入
っ
て
も
短
歌
を
詠
む
こ
と
は
楽

し
い
の
で
続
け
て
い
き
ま
す
」。

と
、笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
短た

ん

歌か

甲こ

う

子し

園え

ん

」
短
歌
甲
子
園
団
体
優
勝
の
カ
ッ
プ
を
持
ち
、

笑
顔
の
島
田 

瞳
さ
ん
（
写
真
右
）
と
増
渕

絵
理
さ
ん
（
写
真
左
）

増ま
す

渕ぶ
ち 

絵え

理り

さ
ん ･ 

島し
ま

田だ 

瞳ひ
と
み

さ
ん
（
下
館
一
高
３
年
）

１
位
・
２
位
独
占 

・
団
体
も
Ｖ 

大
会
初
の
２
冠

佐さ

谷や 

美み

月づ
き 

ち
ゃ
ん（
写
真:

右
）

 

平
成
19
年
３
月
６
日
生

佐さ

谷や 

樹み
き

生お

 

ち
ゃ
ん（
写
真:

左
）

 

平
成
21
年
５
月
25
日
生

（
木
植
地
区
）
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